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 平成２６年１０月１０日（金）午後１時３０分から、

津市の三重県総合文化センター中ホールで「平成２６

年度地域安全・暴力追放三重県民大会」が開催された。 

 第一部は、（公社）三重県防犯協会連合会長（鈴木

伊勢市長）、三重県警察本部長挨拶、前葉津市長他来

賓挨拶の後、（公財）全国防犯協会連合会長表彰、中

部防犯協会連絡協議会長表彰等の表彰式が行われ、参

加者全員で「地域安全宣言」を読み上げて終了した。 

 第二部は、三重弁護士会民事介入暴力対策委員会委

員長山本伊仁弁護士による基調講演、歌謡ショー、マ 

地域安全・暴力追放三重県民大会の様子     ジックショー、三重県警察音楽隊による演奏と協賛ア

トラクションが行われた。 

伊勢度会地区生活安全協会の表彰受賞者は次の皆さんです。 

・（公財）全国防犯協会連合会長表彰 

     防犯功労団体      宇治浦田町防犯委員会（代表 築山 新生氏） 

     防犯功労栄誉銅章    鈴 木   勝 氏（職域安全部会副部会長） 

・中部防犯協会連絡協議会長表彰 

     防犯功労団体      桜木町防犯委員会（代表 朝野 寛氏） 

     防犯功労者       笹 山 英 興 氏（職域安全部会理事） 

・（公財）暴力追放三重県民センター表彰 

     暴力追放功労者     清 水   力 氏（前 暴力追放部会副部会長） 

    

 

 

 

宇治浦田町防犯委員会    鈴木 勝氏      桜木町防犯委員会       清水 力氏 

平成２６年度 暴力追放全国統一標語 

「暴力団 なくすはみんなの 強い意志」 

回 

覧 

          

          

平成２６年度地域安全・暴力追放三重県民大会の開催 



 

平

平成２６年１１月２７日（木）、伊勢警察署、伊勢市と共催

で伊勢市御薗町長屋の伊勢市ハートプラザみその多目的ホ

ールにおいて「みんなでつくろう不当要求拒否宣言の街」を

開催した。第一部は、オープニングセレモニーで山脇伊勢警

察署長挨拶、一之木、大世古・周辺地区不当要求拒否宣言の

街笹山会長挨拶、（公財）暴力追放三重県民センター柴田専

務理事来賓挨拶、来賓者紹介の後、伊勢度会地区生活安全協

会暴力追放部会長中村度会町長が「宣言書」を読み上げて、

来場者一同が暴力団等反社会的勢力からの不当要求を拒否 

みんなでつくろう不当要求拒否宣言の街      することを宣言した。 

 

第二部は、三重弁護士会民事介入暴力対策委員会委員長山本伊仁弁護士によ

る「不当要求の対応について」の基調講演、伊勢安土桃山文化村劇団員によ

る「不当要求拒否及び対処法」と題して、「宝飾店に対する不当要求」「ラー

メン店に対する不当要求」の二部形式で寸劇を行ってもらった。 

来場者は、山本弁護士の講話を真剣に聞き入り、寸劇では大いに笑いながら

「不当要求とはどういうものか、その対処法はどうか」を学習した。      山本弁護士による基調講演   

 

 

 

宝飾店に対する不当要求      ラーメン店に対する不当要求 

 

 

平成２６年１１月１０日（月）、三重県社交飲食業生

活衛生同業組合伊勢支部（支部長 川口美敬）の協力

を得て、一之木、大世古地区の歓楽街で伊勢警察署刑

事第二課が中心となって飲食店等に

対し「暴力団からの不当要求（みかじ

め料等）を受けていないか」「受けた

場合は直ぐに警察へ通報を」等、一斉

立ち入り調査を行った。 

 

 

暴力団排除ローラー作戦の様子（立ち入り） 

みんなでつくろう不当要求拒否宣言の街 開催 

暴力団排除ローラー作戦 



 

 

平成２６年１２月１日（月）午後４時３０分から、伊

勢市宇治浦田町市営第二駐車場において、伊勢警察署

主催による「年末・年始特別警戒取締り出発式」へ伊

勢度会地区生活安全協会暴力追放部会員他各部会員が

参加した。 

山脇伊勢警察署長、伊勢度会地区生活安全協会副会

長・伊勢度会地区交通安全対策協議会副会長の中村度

会町長挨拶、来賓紹介、私立伊勢学園高校吹奏楽部の

演奏の後、同校吹奏楽部の演奏に見送られて白バイ、   

年末・年始特別警戒取締り出発式        パトカー、各行政機関の青パト、自主防犯団体の青パト 

の順で特別警戒取り締まりへ出発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢学園高校吹奏楽部の演奏            警戒取り締まりへ出発する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力団は、怖い存在、自分たちに関係ないと思っていませんか。 

暴力団とかかわると、その場限りの被害で終わらない深刻な被害になること

があります。 

暴力団というものが、どのようなものか、しっかりと目を開いて認識するこ

とが大事です。 

 

三重県の暴力団組織は、六代目山口組傘下組織一色です。 

伊勢警察署管内の暴力団組織は、六代目山口組傘下組織で４団体、約２００名の組関係者がおり、県下一の

暴力団関係者がいることになります。 

 

年末・年始特別警戒取締り出発式 

みんなで暴力のない、暴力団のいない 

安全・安心の街にしましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・不当な要求は、断固として拒否することが基本。 

・暴力団相手のトラブルは、すんなり解決とはいかない。      

・早く、適切な手を打たなければ、どんどん要求はエスカレートする。 

 

 ・・・これは、ダメ！ 

  

公にすることを嫌って処理しようとすると、相手の思うつぼ。 

 

問題が、こじれるほど、暴力団が有利になっていく。 

 

 

脅せば、金を出す上等のお得意様になるだけ、一生つきまとう。 

これが暴力団、有益なところは全くない。 

ご安心を！対抗する手段はあります。 

恐れずに警察や暴力追放三重県民センター等に相談しよう！ 

          これらのほとんどが撃退できます。 

 

 

                     

 

 

○ 暴力団は、自己の意に沿わない事業者に対して、けん銃の発砲、 

  放火等暴力的な行為によって危害を加える凶悪な事件を敢行する。 

○ 覚せい剤の販売、危険ドラッグの販売等や詐欺、窃盗等の犯罪の他 

  企業活動に進出する等、社会、経済情勢に応じた資金獲得活動を行っている。 

○ 組事務所から代紋や看板等を撤去し、名簿等に構成員の名前などを記載せず、暴力団を示す 

名刺を使用しない等、組織に関する事実を隠ぺいする。 

活動においても政治活動や社会運動を仮装、標榜し、不透明化の傾向が強い。 

○ 六代目山口組、稲川会、住吉会等の大規模組織暴力団による組織の寡占化が進んでいる。 

暴力団の特徴的傾向 

暴力団等反社会的勢力とのトラブルの対応 

○ 自分ひとりで問題を抱えこんだり 

○ 身内だけで処理しようとしたり 

○ 友達に相談したり 

暴力団は、個人、一般人で対応できる相手ではない。 

暴力団に金を出しても不当要求は終わらない。 

 

・三重県警察本部・・・・・・・・・・・・０５９－２２８－８７０４ 

・暴力追放三重県民センター・・・・・・・０１２０－３１－８９３０ 

・伊勢警察署・・・・・・・・・・・・・・０５９６－２０－０１１０ 

・伊勢警察署暴力相談・・・・・・・・・・０１２０－８８－７８６７ 

相談電話 


